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令和３年度一般会計 64億2,878万3千円を可決



議
長　
笹
原　
政
夫

　

５
期
目
の
初
議
会
で
、
皆
さ

ん
の
力
を
お
借
り
し
、
議
長
と

い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、

責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
議
事
の
円
滑
な
運
営
に
配

慮
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
町
民

の
方
々
に
は
不
安
が
あ
ら
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
終
わ
る
ま
で
、
我
慢

の
年
か
と
思
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
、
空
き
家
対

策
、
危
険
住
宅
の
増
加
、
医
師

会
立
病
院
の
建
替
え
、
商
工
業・

建
設
業
の
人
材
不
足
等
、
課
題

が
山
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、
作
物

に
よ
っ
て
価
格
低
迷
や
病
害
等

の
被
害
等
が
あ
り
ま
す
が
、
町

当
局
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
等
と

協
議
し
て
、
議
員
一
同
、
一
丸

と
な
っ
て
、
町
民
の
方
々
の
声

を
聞
き
、
審
議
を
重
ね
提
言
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
新
人
の

若
い
方
々
が
２
名
当
選
さ
れ
、

議
会
も
新
鮮
な
風
が
吹
い
て
い

ま
す
。
安
心
安
全
な
町
づ
く
り

を
未
来
へ
繋
ぐ
こ
と
を
目
指
し
、

議
会
が
一
致
団
結
し
て
頑
張
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長　
落
司　
道
子

　

４
月
の
初
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
身
に
余
る
栄
で
あ
り
、

そ
の
職
責
の
重
さ
、
そ
し
て
議

員
の
皆
さ
ま
の
懐
の
深
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
４
、８
年
後

を
見
据
え
た
と
き
、
今
期
は
未

来
に
「
つ
な
ぐ
」
大
事
な
転
換

期
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
性
別
、

年
齢
に
捉
わ
れ
ず
、
挑
戦
で
き

る
「
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
議
会
か
ら
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
想
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
日
々
研
鑽
を
積
み
、
副
議
長

と
し
て
の
職
務
を
遂
行
し
、
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
身
近
な
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
皆
さ

ま
の
健
康
と
生
活
を
守
る
た
め

に
は
、
き
め
細
や
か
な
取
組
み

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

先
般
、
本
町
の
基
本
構
想
で
あ

る
「
第
２
次
錦
江
町
総
合
振
興

計
画
」
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
よ
り
「
子
や

孫
へ
、
希
望
あ
ふ
れ
る
未
来
を

創
り
つ
な
ぐ
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
様
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ

ま
す
。
多
様
な
意
見
や
対
話
を

大
事
に
す
る
こ
と
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
最
良
の
選
択

が
で
き
る
、
意
思
決
定
機
関
と

し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

円
滑
で
効
率
的
な
議
会
運
営

を
図
る
た
め
に
、
常
任
員
会

と
は
別
に
置
か
れ
る
委
員
会

委
員
長	

染
川　

金
治

副
委
員
長	

小
吉　

昭
弘

委
員	

落
司　

道
子

	

浪
瀨　

亮
祐

	

厚
ヶ
瀨
博
文

◎
議
会
報
編
集
委
員
会

充
実
し
た
議
会
報
を
発
行
す

る
た
め
に
、
常
任
委
員
会
と

は
別
に
置
か
れ
る
委
員
会

委
員
長	

落
司　

道
子

副
委
員
長	

水
口　

孝
俊

委
員	

川
越　

裕
子

	

久
本　
　

晃

	

久
保　

勇
太

南
大
隅
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

	

川
越　

裕
子

	

久
本　
　

晃

	

久
保　

勇
太

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

	

池
田　

行
德

	

浪
瀨　

亮
祐

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

	

染
川　

金
治

	

厚
ヶ
瀨
博
文

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　13 名が立候補した錦江町議会議員選挙、結果は現職９名、元職１名、新人２名の
当選となり、新たな錦江町議会のスタートが切られました。
　選挙後の初議会は４月 28 日に召集され、今後の議会活動を推進するうえで基幹と
なる正副議長や各常任委員長など、組織の体制について審議しました。

初 議 会 議長に笹原議員
副議長に落司議員を選任！

令和３年
第１回臨時会

2きんこう議会だより 65号



総務厚生常任委員会

文教産業常任委員会

● 総務、財政、企画、会計に関する事務
● 住民、税務、選挙、監査に関する事務
● 消防、交通に関する事務
● 社会福祉に関する事務

● 保健衛生に関する事務
●  国民健康保険、高齢者医療、介護保険に

関する事務
● その他、他の常任委員会に属さない事務

● 学校教育、社会教育に関する事務
● 農業、林業、漁業に関する事務
● 土木及び土地改良に関する事務
● 商工、観光に関する事務

● 町有住宅に関する事務
●  簡易水道及び農業集落排水に関する事務
● 都市計画及び開発に関する事務

主な所管事項主な所管事項主な所管事項

主な所管事項主な所管事項主な所管事項

委員長
浪瀨	亮祐

委員長
厚ヶ瀨	博文

副委員長
染川	金治

副委員長
小吉	昭弘

委員
中野	德義

委員
池田	行德

委員
水口	孝俊

委員
久本　晃

委員
川越	裕子

委員
久保	勇太

委員
落司	道子

委員
笹原	政夫

新 し い 議 会 構 成
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【世代別・分野別で事業・予算をチェック】
世代別

分野別 幼児 児童・生徒 若者・壮年 シルバー世代 ピックアップ

保健・福祉
・小児科遠隔健康相談業務
	 284 万円
・病後児保育事業	 645 万 6千円

・子ども医療費助成	 1,728 万円
・	ふるさと納税、クラウドファンディ
ングによる遊具等整備事業
	 1,949 万 9千円

・子育て世代包括支援センター事業
	 422 万 9千円
・	風しん抗体検査及び予防接種業務
	 200 万円

・	高齢者元気度アップ地域包括ケア
商品券	 230 万円
・温泉施設利用助成事業	159 万円
・福祉タクシー利用助成金	225 万円

＜ふるさと納税、クラウドファン
ディングによる遊具等整備事業＞
子ども達からの意見をもとに、令和３年
度～ 5年度にかけて、松崎公園、大橋
公園、堂ノ元公園に遊具等を整備します。

教育・文化

・副食費補助事業	 297 万円
・	ふるさと納税による幼児外国語教育
事業	 31 万 5千円

・	ふるさと納税による公営塾運営
	 1,913 万 2千円
・	ふるさと納税によるICTこまりごと
学習支援事業	 221 万 1千円
・	ふるさと納税によるSDGｓお仕事
バイキング事業	 120 万円

・自主文化事業講演会等委託料
	 130 万円
・２０２３かごしま国体事業
	 25 万 2千円

・老人クラブ連合会運営費補助金
	 183 万 5千円

＜ふるさと納税による幼児外国
語教育事業＞
町内の幼児を対象に、月2回程度、土
日を利用し、「英語で遊ぼう」のよう
な名目で外国人講師によるネイティブ
な英語を体験してもらうものです。

産業・地域
・子育て支援センター事業
	 2,059 万 2千円
・保育所地域活動事業	 60 万円

・アントレプレナーシップ教育事業	254 万円
・	大学生との協働プログラム（夢発見
プログラム）	 40 万円
・特色ある学校づくり推進事業
	 263 万 4千円

・農業次世代人材投資事業
	 2,175 万円
・移住就業・起業支援事業	160 万円
・土と人の新しい生活様式プロジェクト	
	 129 万 3千円

・	シルバー人材センター運営補助金
	 880 万円
・社会福祉協議会運営補助金
	 1,453 万 8千円

＜特用林産の魅力ある産地づくり事業＞
以前、特用樹を植栽された荒廃
樹園をリフレッシュして生産基
盤の強化を図るための補助金と、
機械導入のための補助金です。

町民生活
・住宅取得促進助成事業　350万円

・農業収入保険制度支援対策事業
	 200 万円

・医療・介護基本構想策定事業
	 81 万 5千円
・	空き家除去自治会活動モデル補助
	 70 万円

・住宅リフォーム補助金
	 500 万円
・空き家解体促進事業	 225 万円

・有害鳥獣対策	 822 万 2千円

・木質バイオマス施設管理事業
	 930 万 6千円

＜住宅取得促進助成事業＞
対象となる住宅を取得するなど、要件
に該当する方へ補助金を交付します。
・	町内業者が施工した場合
　　　	現金 30万円+商品券 20万円
・	町外業者が施工した場合　商品券 30万円

新型コロナ対策など、令和３年度予算を審査
一般会計予算

64億円
可 決

予算審査特別委員会
　令和３年度各会計当
初予算が、予算審査特
別委員会に付託され、
現地調査を含め、３月
５日から 10日のうち
４日間に亘って審査を
行い、全７会計を原案
可決しました。

64億2,878万

65億9,258万

67億3,079万 67億1,841万

61億5,117万

64億8,712万

61億7,016万

71億3,425万

65億1,829万

62億5,336万

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２

一般会計当初予算額の推移

令和３年度　各会計の当初予算額
会 計 名 予算額 増減率
一 般 会 計 64億 2,878 万 3千円 2.81％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 15億 5,623 万 6千円 9.59％
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億 4,159 万 2千円 △ 0.05％

介護保険事業 保 険 事 業 勘 定 13億 1,393 万 9千円 2.62％
サービス事業勘定 1,064 万 8千円 5.20％

簡 易 水 道 事 業 1億 1,955 万 8千円 △ 18.06％
農 業 集 落 排 水 事 業 7,787 万 1千円 184.71％
合 計 96億 4,862 万 7千円 3.98％

【主な新規事業】
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【世代別・分野別で事業・予算をチェック】
世代別

分野別 幼児 児童・生徒 若者・壮年 シルバー世代 ピックアップ

保健・福祉
・小児科遠隔健康相談業務
	 284 万円
・病後児保育事業	 645 万 6千円

・子ども医療費助成	 1,728 万円
・	ふるさと納税、クラウドファンディ
ングによる遊具等整備事業
	 1,949 万 9千円

・子育て世代包括支援センター事業
	 422 万 9千円
・	風しん抗体検査及び予防接種業務
	 200 万円

・	高齢者元気度アップ地域包括ケア
商品券	 230 万円
・温泉施設利用助成事業	159 万円
・福祉タクシー利用助成金	225 万円

＜ふるさと納税、クラウドファン
ディングによる遊具等整備事業＞
子ども達からの意見をもとに、令和３年
度～ 5年度にかけて、松崎公園、大橋
公園、堂ノ元公園に遊具等を整備します。

教育・文化

・副食費補助事業	 297 万円
・	ふるさと納税による幼児外国語教育
事業	 31 万 5千円

・	ふるさと納税による公営塾運営
	 1,913 万 2千円
・	ふるさと納税によるICTこまりごと
学習支援事業	 221 万 1千円
・	ふるさと納税によるSDGｓお仕事
バイキング事業	 120 万円

・自主文化事業講演会等委託料
	 130 万円
・２０２３かごしま国体事業
	 25 万 2千円

・老人クラブ連合会運営費補助金
	 183 万 5千円

＜ふるさと納税による幼児外国
語教育事業＞
町内の幼児を対象に、月2回程度、土
日を利用し、「英語で遊ぼう」のよう
な名目で外国人講師によるネイティブ
な英語を体験してもらうものです。

産業・地域
・子育て支援センター事業
	 2,059 万 2千円
・保育所地域活動事業	 60 万円

・アントレプレナーシップ教育事業	254 万円
・	大学生との協働プログラム（夢発見
プログラム）	 40 万円

・特色ある学校づくり推進事業
	 263 万 4千円

・農業次世代人材投資事業
	 2,175 万円
・移住就業・起業支援事業	160 万円
・土と人の新しい生活様式プロジェクト	
	 129 万 3千円

・	シルバー人材センター運営補助金
	 880 万円
・社会福祉協議会運営補助金
	 1,453 万 8千円

＜特用林産の魅力ある産地づくり事業＞
以前、特用樹を植栽された荒廃
樹園をリフレッシュして生産基
盤の強化を図るための補助金と、
機械導入のための補助金です。

町民生活
・住宅取得促進助成事業　350万円

・農業収入保険制度支援対策事業
	 200 万円

・医療・介護基本構想策定事業
	 81 万 5千円
・	空き家除去自治会活動モデル補助
	 70 万円

・住宅リフォーム補助金
	 500 万円
・空き家解体促進事業	 225 万円

・有害鳥獣対策	 822 万 2千円

・木質バイオマス施設管理事業
	 930 万 6千円

＜住宅取得促進助成事業＞
対象となる住宅を取得するなど、要件
に該当する方へ補助金を交付します。
・	町内業者が施工した場合
　　　	現金 30万円+商品券 20万円
・	町外業者が施工した場合　商品券 30万円

新型コロナ対策など、令和３年度予算を審査
歳入

64億2,878万3千円

町税
6億146万8千円

その他
7億486万8千円

地方交付税・
その他交付金

33億4,987万7千円

国・県支出金
11億4,111万円

町債
6億3,146万円

【主な新規事業】

議会費
7,336万3千円

総務費
12億5,992万4千円

民生費
17億3,399万1千円

衛生費
4億6,454万円

農林水産業費
5億3,165万2千円

商工費
1億21万5千円

土木費
6億1,167万円

消防費
2億3,185万8千円

教育費
5億4,488万円

公債費
8億6,631万2千円

予備費等　1,000万円

歳出
64億2,878万3千円

・町議会議員選挙費
1,375 万円

・町長選挙費
832 万円

・第２次商店街応援プレミアム
商品券事業  6,861万 2千円

・新型コロナウイルスワクチン接種事業
5,522 万 6 千円

・お誕生おめでとう祝金支給事業 400 万円
・母子手帳アプリ事業 39 万円

・サツマイモ本ぽ消毒徹底事業
216 万 3 千円

・炭素マイレージ交付金 25 万円
・特用林産の魅力ある産地づくり事業

586 万 8 千円

・錦江町タウンプロモーション事業
330 万円

・京町団地改修工事
3,700 万円

・消防ポンプ自動車
　１台

2,673 万円
・消防軽積載車１台

324 万 5 千円

・幼児外国語教育事業
31 万 5 千円

・医療的ケア児事業
1,015 万 4 千円

・GIGA スクール構想事業　
478 万 3 千円
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・放課後児童あり方研究事業
57 万 6 千円

・子育て業務職員研修事業
164 万 6 千円

・遊具等整備事業
1,949 万 9 千円



一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

主
な
も
の
は
、次
の
通
り
で
す
。

【
歳
出
】

・	

第
２
次
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
緊
急
支
援
事
業
補
助

金
（
農
林
水
産
業
・
商
工
業
）

２
千
万
円

・	

第
２
次
賃
店
舗
経
済
支
援
事

業

73
万
５
千
円

【
歳
入
】

・	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
費
国
庫
負
担
金

２
０
０
万
円

・	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
補
助
金	

６
０
０
万
円

・	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１
，
０
０
０
万
円

・	

か
ご
し
ま
国
体
会
場
地
市
町
村

運
営
交
付
金	

	

１
０
０
万
円

各
種
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印

省
略
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た

　

町
民
等
の
利
便
性
向
上
及
び

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の

改
正
で
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が
18

歳
年
度
ま
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
減
免
措
置
が
延
長
さ
れ
ま

し
た

　

景
気
回
復
が
鈍
く
、
更
な
る

定
住
促
進
・
地
域
経
済
浮
揚
策

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
町
内
業
者

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅

の
固
定
資
産
税
減
免
措
置
が
令

和
５
年
１
月
１
日
ま
で
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

錦
江
町
課
等
設
置
条
例
等
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

①	

旧
保
健
福
祉
課
を
「
介
護
福

祉
課
」
と
「
健
康
保
険
課
」

に
分
割
す
る
こ
と
。

②	

政
策
企
画
課
の
分
掌
事
務
で

あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関

す
る
こ
と
」
を
産
業
建
設
課
の

分
掌
事
務
へ
移
管
す
る
こ
と
。

　

こ
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
予

算
等
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が

あ
り
、
討
論
は
な
く
、
全
会
一
致

を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

問
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す

る
こ
と
」
に
係
る
事
務
分
掌
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
施

設
の
関
係
で
産
業
建
設
課
へ
移

管
さ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
職

員
へ
の
負
担
が
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答	

今
年
２
月
か
ら
、
同
施
設
の

指
定
管
理
者
が
機
械
の
専
門
員

を
雇
用
し
た
こ
と
で
、
軽
減
が
図

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
料
の
課
税
方
式
を

所
得
割
率
・
均
等
割
額
・
平
等
割

額
の
３
方
式
に
改
め
ま
し
た

　

本
町
の
国
保
財
政
は
財
源
不

足
に
よ
り
事
業
運
営
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
率
改

正
を
行
い
、
財
源
確
保
に
努
め
る

た
め
の
改
正
で
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
予

算
等
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が

あ
り
、
討
論
は
な
く
、
全
会
一
致

を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

問	

財
源
不
足
が
原
因
で
、
税
額

を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
か
。

答	

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
の

段
階
で
、
約
４
千
万
円
財
源
が
不

足
し
て
い
る
。
不
足
分
は
国
保
税

で
ま
か
な
う
の
が
基
本
原
則
で
あ

る
。

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開

催
し
、
承
認
１
件
、
条
例
８
件
、
同
意
２
件
、
そ
の
他
議
案
４
件
、
補
正
予
算
７
件
、

当
初
予
算
７
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

定例会3月専
決
処
分
を
承
認

条
例

●具体的な改正の内容

区分
改正前の保険料率

所得割率 資産割率 均等割額 平等割額
医療分 8.00% 14.00% 22,000 円 21,000 円

後期支援分 2.80% 3.50% 7,000 円 6,000 円
介護分 2.50% 4.00% 7,700 円 5,000 円
計 13.30% 21.50% 36,700 円 32,000 円

区分
改正後の保険料率

所得割率 資産割率 均等割額 平等割額
医療分 9.00%

廃止

28,000 円 28,000 円
後期支援分 2.80% 10,000 円 9,000 円
介護分 3.00% 10,000 円 9,000 円
計 14.80% 48,000 円 46,000 円

※詳しくは住民税務課（電話22-3037）までお問い合わせください。
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傷
病
手
当
金
に
関
す
る
規
定
が

整
理
さ
れ
ま
し
た

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
同
法
の
対
象
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。

介
護
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
　

第
８
期
介
護
保
険
計
画
に
基

づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
保
険
料
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料
は
９
段

階
に
分
か
れ
て
お
り
、

月
額
保
険
料
は

１
，
８
９
０
円

　
　
　
　

～
１
０
，
７
１
０
円

年
額
保
険
料
は

２
２
，
６
８
０
円

～
１
２
８
，
５
２
０
円

と
な
り
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
、
介
護
福
祉
課

（
電
話
22
‐
３
０
４
２
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
２
次
錦
江
町
総
合
振
興
計
画

（
全
面
改
訂
版
）
が
策
定
さ
れ

ま
し
た

　

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た

第
２
次
錦
江
町
総
合
振
興
計
画

が
、
本
町
の
急
激
な
人
口
減
少

や
社
会
経
済
の
低
成
長
に
対
応

し
に
く
く
な
っ
た
た
め
、『
人

材
育
成
に
重
点
を
置
き
、
各
分

野
か
ら
の
人
の
好
循
環
を
目
指

す
』
計
画
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

南
大
隅
衛
生
管
理
組
合
の
議
員

定
数
等
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

議
員
定
数
の
見
直
し
に
伴
い

定
数
が
８
人
か
ら
６
人
へ
、
町

議
会
か
ら
の
選
任
議
員
数
が
３

人
か
ら
２
人
へ
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

町
議
会
会
議
規
則
に
、
出
産
・
育

児
・
介
護
等
に
伴
う
欠
席
期
間
・

欠
席
事
由
を
規
定
し
ま
し
た

　

議
会
活
動
を
行
う
に
あ
た
り

出
産
・
育
児
・
介
護
等
の
諸
要

因
を
配
慮
す
る
た
め
の
改
正
で

す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た

　

任
期
は
、
令
和
３
年
４
月
29

日
か
ら
令
和
７
年
４
月
28
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

監
査
委
員（
識
見
を
有
す
る
者
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た

　

監
査
委
員
は
、
町
長
の
指
導

監
査
を
受
け
ず
に
独
立
し
た
立

場
で
監
査
（
行
財
政
の
公
正
で

効
率
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
財
務
事
務
の
執
行
な
ど
事

業
の
管
理
が
、
関
係
法
令
や
予

算
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
）
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
令
和
３
年
５
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
４
月
30
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　

主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で

す
。

【
歳
出
】

・	

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
積
立
金

２
，
３
４
０
万
３
千
円

・	

町
有
施
設
整
備
基
金
積
立
金

２
，
５
２
５
万
８
千
円

【
歳
入
】

・	

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

81
万
３
千
円

 

税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

主
に
、
個
人
町
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
に
関
す

る
控
除
等
の
特
例
な
ど
を
延
長

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
納
税
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

教
育
長
の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
　

引
き
続
き
畑
中
氏
を
教
育
長

と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
３
年
６
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
５
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た

　

監
査
委
員
は
、
識
見
を
有
す

る
者
（
中
村
貢
さ
ん
を
３
月
定

例
会
で
選
任
）
と
議
会
か
ら
１

名
を
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
浪
瀨
亮
祐
議
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
３
年
４
月
28

日
か
ら
令
和
７
年
４
月
23
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

同
意

同
意

そ
の
他
議
案

谷口	ゆり子さん
（六反田自治会）

中村　貢さん
（中村自治会）

浪瀨	亮祐	議員 畑中	清和	教育長

　
今
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
等
の
選
任
に
つ

い
て
審
議
（
Ｐ
２
～
３
に
掲
載
）
し
た
後
、
承

認
２
件
、
同
意
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

臨時会4月専
決
処
分
を
承
認

7 きんこう議会だより 65号



● 一般会計
町有施設整備基金（※補正予算11号・12号の合計）

1 億 544 万 5 千円
余剰財源による積立

合併処理浄化槽設置事業補助金
△ 1,031 万 8 千円

事業確定による減額

中山間地域等直接支払交付金
△ 1,106 万円

高齢化による協定数の減少などによる減額

県実施事業の加速化へ！
海岸堤防等老朽化対策緊急事業負担金など可決

ふるさと納税（※補正予算11号・12号の合計）

△ 3,892 万 2 千円
返礼品	 △ 1,060 万円
送料	 △ 1,268 万円
業務委託料	 △ 150 万円
サイト掲載手数料等	 △ 1,414 万 2千円 海岸堤防等老朽化対策緊急事業負担金（馬場海岸）

369 万 8 千円
鹿児島県土木部により実施される事業

● 国民健康保険事業
療養給付費

△ 9,629 万 8 千円
医療給付費の実績による減額

● 後期高齢者医療事業
健康診査委託料

△ 82 万円
健診の実績による減額

● 簡易水道事業
基金積立金

95 万 9 千円
利子積立	 1千円
元金積立	 95 万 8千円

● 農業集落排水事業
修繕料

68 万 8 千円
麓地区浄化センター等の修繕料

● 介護保険事業（保険事業勘定）
居宅介護サービス給付費

△ 2,200 万円
サービス給付の見込みによる減額

居宅介護サービス計画費収入
△ 103 万 5 千円

サービス計画費収入の見込みによる減額

● 介護保険事業（サービス事業勘定）
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寄付額は
２億２千万円を
超えました！



※賛否の表示は、○賛成、×反対となっています。
※�除は除斥で、審議の公正を期すために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は、当該事件の審議に参与することが
できないとする制度です。

※議長には、表決権がありません。

　令和３年第１回　定例会（３月議会）

議案番号 案件名
賛否の結果

厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
迫
池
田
川
越
笹
原
小
吉
中
野
馬
込
水
口

議案第１号 令和２年度錦江町一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２号 令和２年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３号 令和２年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第４号 令和２年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第５号 令和２年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第６号 令和２年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第７号 令和２年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第８号 錦江町課等設置条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第９号 錦江町印鑑条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第10号 錦江町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第11号 錦江町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1２号 錦江町新築住宅に対する固定資産税の減免条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1３号 第２次錦江町総合振興計画（全面改訂版）の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1４号 町道の路線変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1５号 南大隅衛生管理組合規約の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1６号 令和３年度錦江町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1７号 令和３年度錦江町国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1８号 令和３年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第1９号 令和３年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２0号 令和３年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２1号 令和３年度錦江町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２２号 令和３年度錦江町農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２３号 錦江町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２４号 錦江町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２５号 錦江町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承認第１号 専決処分した事件の承認（令和２年度錦江町一般会計補正予算（第10号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第１号 監査委員の選任（識見） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意第２号 教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発委第１号 錦江町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

　令和３年第１回　臨時会（４月議会）

議案番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

承認第２号 専決処分した事件の承認（令和２年度錦江町一般会計補正予算（第12号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

承認第３号 専決処分した事件の承認（錦江町税条例等の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同意第３号 教育長の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同意第４号 監査委員の選任（議選） 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案に対する各議員の賛否状況
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　総合戦略の推進の過程における情報収
集、調査・研究を行い、活力に溢れた地
方の創生に取り組むための調査です。主
な内容は次の通りです。

●�未来想像・創造コンテストの実施
●�サテライトオフィス誘致及びワーケー
ションの促進

●移住定住促進事業の実施
●�防災教室、2030ＳＤＧｓカードゲーム、
科学実験教室の３事業を実施

●公営未来寺子屋塾の実施
●�小児科・産婦人科オンラインが未来へ
つながるまちづくりを行っている自治
体として、大賞を受賞

●�新型コロナ感染拡大防止の観点から企
画された移住定住イベント「日本全国
地域仕掛人市」で知り合った半島に位
置する３地域（石川県七尾市、宮城県
気仙沼市、岩手県釜石市）との半島同
盟オンラインショップ「半島商店」や、
町内事業者支援を目的とした錦江町ふ
るさと便により、消費の喚起及びふる
さと納税のＰＲ

　議会基本条例を議会運営の基本模範と
して位置づけ、開かれた議会、町民参加
の議会、存在感のある議会、信頼される
議会を築くことを目的として、議会改革に
継続的に取り組んでいくための調査です。
主な内容は次の通りです。

●�自治会長からの要望・意見を聴取し、
対応策や検討状況の再確認

●�日曜議会の継続
●�本会議の生中継及び録画映像の配信
●�会議録・一般質問通告書のホームペー
ジ掲載

　今後もこれらのことを継続して取り組
んでいき、特定事件の調査活動について
など、目的達成のために、積極的な活動
を実施していきたいと思います。

議会改革推進会議
調査特別委員会

地方創生まちづくり
調査特別委員会

特別委員会の調査報告
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所
管
事
務
調
査

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
介
護
に
つ
い
て

総
務
厚
生

常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査
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当
委
員
会
で
は
「
介
護
施
設
の
実
態

に
つ
い
て
」
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
状
況
を
鑑
み
ま
し
て
、
令

和
３
年
１
月
28
日
に
、
池
之
上
保
健
福

祉
課
長
、
池
水
介
護
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、

大
崎
主
幹
の
出
席
を
求
め
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
介
護
に
つ
い
て
」
説
明
を

受
け
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
に
つ

い
て
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
訪
問

介
護
事
業
所
等
サ
ー
ビ
ス
区
分
ご
と
に

利
用
者
数
、
利
用
件
数
、
施
設
へ
の
給

付
費
の
状
況
な
ど
の
説
明
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い

て
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
、
職
員
が
感

染
し
た
場
合
の
基
本
対
応
方
針
、
さ
ら

に
、
本
町
で
陽
性
者
が
発
生
し
た
令
和

２
年
12
月
28
日
以
降
の
実
際
の
施
設
ご

と
の
運
用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
課
に
お
い
て
は
初

の
町
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性

者
の
発
生
を
受
け
、
問
合
せ
に
対
す
る

電
話
対
応
の
体
制
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
状
況
の
把
握
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
停

止
の
申
入
れ
に
対
す
る
対
応
な
ど
の
協

議
が
迅
速
に
行
わ
れ
、
そ
の
他
、
県
等

か
ら
の
指
示
を
踏
ま
え
、
感
染
予
防
対

策
の
徹
底
に
つ
い
て
も
各
介
護
施
設
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。

［
質
疑
］　
予
防
対
策
の
マ
ス
ク
や
消
毒

液
な
ど
は
十
分
に
い
き
わ
た
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
施
設
自
身
が
取
り
揃
え

て
い
る
の
か
。

［
回
答
］　
県
を
通
じ
て
物
資
の
提
供
が

定
期
的
に
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
お
い
て
、
十
分
に
調
達

で
き
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

［
意
見
］　
町
へ
マ
ス
ク
の
寄
付
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
姉
妹
町
へ
の
提
供
、
防
災
用
へ

の
備
蓄
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
時
期
を
違

わ
ず
今
、
こ
の
時
期
に
住
民
、
病
院
、
施

設
に
対
し
て
使
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
。

［
説
明
］　
物
資
の
寄
付
及
び
防
災
用
の
備

蓄
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
が
管
理
し
て
い

る
。
施
設
の
状
況
、
小
売
店
で
の
購
入
の

状
況
な
ど
、
気
を
配
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

［
質
疑
］　
施
設
で
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
、
本
当
に
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
利

用
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
心
配
す
る
と

こ
ろ
だ
が
、
職
員
の
体
制
等
は
ど
う
し

た
の
か
。

［
回
答
］　
通
所
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
事
業
所
が
連
絡
体
制

を
と
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
へ
は

支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
訪
問
に
つ

い
て
は
、
訪
問
が
行
わ
れ
な
い
と
困
っ

て
い
る
こ
と
が
十
分
に
予
測
で
き
る
の

で
、
派
遣
す
る
側
が
厳
重
な
感
染
防
止

対
策
を
と
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
る
と
の
意
向
で
あ
っ
た
。
行
政
と
事

業
所
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
事
業
所

が
連
絡
を
こ
ま
め
に
と
っ
て
、
利
用
さ

れ
る
方
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
な

状
況
を
推
測
し
て
で
き
る
限
り
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
て
い
た
状
況
で
あ
っ

た
。

［
提
言
］　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
各
施
設
の
基
本
的
な
対
応

方
針
も
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
予

防
対
策
の
マ
ス
ク
等
に
つ
い
て
も
調

達
で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
物
資
が

不
足
す
る
場
合
の
行
政
の
対
応
に
つ

い
て
、
備
蓄
さ
れ
て
い
る
マ
ス
ク
等

は
必
要
な
時
に
素
早
く
配
布
す
る
体

制
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
提
言
い

た
し
ま
す
。

意
見
交
換



12きんこう議会だより 65号

ここが聞きたい

Q A& 一般質問
３月定例会では、１名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

町長

池田 行德 議員

お
茶
製
品
の
製
造
促
進

を
ど
う
考
え
る
か

工
場
主
や
茶
農
家
へ
情
報
の
提
供
、
相
談

対
応
を
行
う
な
ど
、
販
売
促
進
に
努
め
る

施
政
方
針
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
禍
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
２
点
に
お
い
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

町長
昨
年
中
止
が
続
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
、
３
年
度
は
、
工
夫
し
な
が
ら

で
き
る
方
法
で
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る

観光振興

産業
振興

Q 

お
茶
の
市
場
価
格
が
低
迷
し
て
お

り
製
品
販
売
を
増
や
す
こ
と
が
望
ま

れ
る
が
、
製
品
製
造
の
促
進
を
ど
う

考
え
る
か
。

A 

町
長　

新
し
い
試
み
と
し
て
町
内

３
工
場
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
た
販
売
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
や
商
品
の
紹
介
、
工
場
主

や
茶
農
家
へ
の
情
報
提
供
、
ま
た
相

談
対
応
を
行
う
な
ど
、
お
茶
の
販
売

促
進
に
努
め
る
。

Q 

９
月
の
一
般
質
問
で
抹
茶
（
甜
茶
）

に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
進
展
が
あ
っ
た
の
か
。

A 

町
長　

抹
茶
（
甜
茶
）
を
本
格
的

に
製
造
す
る
茶
農
家
は
今
の
と
こ
ろ
、

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。

Q 

錦
江
町
フ
ァ
ン
デ
ー
等
に
お
け
る
イ

ベ
ン
ト
来
場
者
へ
の
お
茶
の
販
売
促
進

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
と
な
っ
た
。
唯
一
城
山
ス
ト

ア
創
業
50
周
年
記
念
に
招
待
さ
れ
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
。
錦
江

町
の
お
茶
、
野
菜
、
加
工
品
、
30
種

類
程
を
展
示
販
売
し
大
好
評
を
得
た
。

Q 

10
月
に
、
町
の
茶
業
青
年
部
に
よ

る
、
姉
妹
町
で
あ
る
与
論
島
へ
の
お

茶
の
配
布
が
な
さ
れ
た
が
、
離
島
へ

の
お
茶
の
販
売
促
進
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

A 

町
長　

町
内
の
お
茶
を
２
６
０
０

セ
ッ
ト
送
っ
た
。
そ
の
結
果
大
変
喜

ば
れ
、
島
内
で
も
販
売
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
島

内
の
Ａ
コ
ー
プ
さ
ん
か
ら
商
談
を
受

け
た
と
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
町
も

連
携
を
と
り
、
是
非
商
談
が
ま
と
ま

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
く
。

Q 

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
お
け

る
、
お
茶
に
対
す
る
手
立
て
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

A 

町
長　

お
茶
だ
け
に
限
っ
て
、
特

別
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
と

考
え
る
。

Q 

施
政
方
針
に
よ
る
と
、
３
年
度
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
禍
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
２
点
に
お
い
て
事
業
を
推
進
し

て
い
く
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。

A 

町
長　

２
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
っ
た
が
、
３
年
度
は
入
場
制

限
を
設
け
た
り
、
開
催
期
間
を
１
週

間
に
延
ば
し
た
り
、
様
々
な
工
夫
を

し
な
が
ら
、
で
き
る
方
法
で
開
催
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
散
策
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
外
部
へ
の
周
知
、
案
内
、

募
集
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
等
、
大
々
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

な
い
も
の
か
。

A 

町
長　

今
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
Ｐ
Ｒ
の
手
段

と
し
て
非
常
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

う
い
う
手
段
を
通
じ
て
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
参
り
た
い
。

Q 

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
事
業
後
の

原
沢
か
ら
花
瀬
公
園
の
遊
歩
道
の
接

続
は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

そ
の
区
間
の
ほ
と
ん
ど
が

民
有
地
で
あ
る
こ
と
と
、
途
中
に
花

瀬
発
電
所
の
導
水
管
と
管
理
施
設
が

あ
り
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
困
難
で
あ
る
と
考

え
る
。



町民の皆さまにおかれましては、日頃より「議
会だより」をご覧いただきありがとうござ

います。今号より新たな体制での「議会だより」
がスタートします。多くの方々とお話しさせてい
ただく中で、町民の皆さまと情報共有をするため
に、「議会だより」が最も大事なツールになって
いることを改めて感じました。また、「開かれた
議会」の取組みの一環として、昨年の12月議会
よりYouTube で配信しておりますので、そちら
もご活用いただければ幸いです。今後は、子ども
たちからも「議会だより見たよ」という声をもら
える日を想像しつつ、わかりやすく、親しみやす

い紙面づくりに努めて参ります。町民の皆さまの、
なお一層のご理解とご協力を賜りますよう、お願
い申し上げます。

◆議会報編集委員会
委 員 長	 落司　道子
副委員長	 水口　孝俊
委　　員	 川越　裕子・久本　晃
	 久保　勇太

６月定例会は本庁で開催

６月定例会の会期は、
６月11日から23日
一般質問は、６月13日㈰の予定です。
本庁３階の議場へ
傍聴においでください。

編集委員長　落司 道子

傍聴してみませんか

表紙をウォッチ
議 会報編集委員会も新体制となりました。　　　

今後ともよろしくお願いいたします。

委員長　落司　道子　　副委員長　水口　孝俊
委　員　川越　裕子・久本　晃・久保　勇太

水口　孝俊　議員

　

議
長
と
し
て
、
７
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ

た
者
と
し
て
、
水
口
孝
俊
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰
受
賞
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錦江町議会
生中継・録画配信の視聴のしかた

　錦江町議会では、令和２年 12 月議会から、インターネット映像配信サービス YouTube を
利用して本会議の生中継及び録画映像の配信を行っています。お気軽に、ぜひご覧ください。

▶ スマートフォンからご視聴の場合、右記の QR コードを読み取るだけ
で YouTube「錦江町議会事務局チャンネル」へ進むことができます。

②へ 

③へ 

④へ 

⑤へ 

⑥へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

▶ 視聴方法 

錦江町 

① インターネットで「錦江町」と検索。 ② 錦江町のホームページを開き、下へスク
　 ロール。 

③「コンテンツ」の中から「錦江町議会」
　 を選択。 

議会インターネット
中継について 

④「議会インターネット中継について」を
　 選択。 

ＵＲＬ 

⑤ ページ下部の注意及び免責事項をご確認の
　 上、中央のＵＲＬ〈外部リンク〉を選択。 

⑥ YouTube「錦江町議会事務局チャンネル」
　 が開くため、視聴したい動画を選択する
　 と、動画が再生されます。 

視聴したい動画を選択 

注意及び免責事項 

錦江町議会 

コンテンツ 

　錦江町議会では、令和２年 12 月議会から、インターネット映像配信サービス YouTube を

錦江町議会
事務局
チャンネル

14きんこう議会だより 65号


